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　人ロの動き
一4月1日現在一
男5，127（一15）

女5，179（一21）

計10，306（一36）
世帯数2，345（一5）

（）内は前月比較
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　詞彌　．縫懇鑛の轍懇緊張ぎみなのは菌倉小寡菱の

8、の新i　麺ず。

　　　　　5鞠名近くの失世帯だった避奪醤鰐ま
37名の児童数にとかわりました。

rあしたから元気よく通いましょうネ」　r…………」

無言のままコクンとうなずく新入生たち。一児童数の

減少をものともせず、元気いっぱい飛びまわるのもま

もなくでしょう。
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億
に
あ
と
わ
ず
か

世帯当りは

120万円に

53年度予算

　
五
十
三
年
度
の
町
予
算
は
、
総
額
二
十
八
億
四
千
百
二
十
九
万

四
千
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
世
帯
当
り
に
換
算
す
る

と
百
二
十
万
円
に
も
な
る
大
型
予
算
で
す
。

　
不
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
明
る
く
豊
か
な
町
に
し

た
い
と
、
精
魂
こ
め
て
つ
く
つ
た
予
算
で
す
。

先
月
に
続
き
、
も
う
一
度
予
算
の
概
要
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

数
藤
助
役
を
再
選

　
第
二
回
定
例
議
会
の
最
終
日
と
な
っ

た
先
月
二
十
八
日
は
、
助
役
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

五
十
二
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
九
件
の
審
議
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
助
役
に
は
現
助
役
の
数

藤
彦
三
氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

助役の
数藤彦三氏

　
同
氏
は
坪
山
の
出
身
、
六
十
歳
、
千

手
町
役
場
書
記
を
振
り
出
し
に
、
町
議

会
事
務
局
長
、
水
道
課
長
、
総
務
課
長

な
ど
を
歴
任
、
四
十
九
年
か
ら
助
役
に

就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
8

／2

最
終
日

3

　
一
方
、
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
年

度
末
を
迎
え
、
歳
入
歳
出
の
清
算
的
な

も
の
で
す
。

　
追
加
額
は
三
千
七
百
八
十
六
万
四
千

円
で
、
主
な
も
の
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー

グ
ラ
ン
ド
造
成
工
事
費
、
水
道
企
業
会

計
へ
の
繰
・
出
、
町
商
工
会
館
建
設
補
助

金
、
土
地
改
良
区
基
盤
整
備
事
業
補
助

金
、
道
路
除
雪
経
費
、
上
野
小
屋
体
建

設
工
事
費
な
ど
、
今
回
の
補
正
に
よ
り

一
般
会
計
の
総
額
は
十
九
億
三
百
四
十

三
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
期
初
日
に
出
さ
れ
た
・
高

倉
小
校
舎
裏
側
の
掘
削
及
ぴ
グ
ラ
ン
ド

拡
張
に
関
す
る
請
願
、
・
千
手
小
校
舎

等
改
築
に
関
す
る
請
願
の
二
件
は
、
総

文
委
員
長
報
告
の
の
ち
、
い
ず
れ
も
採

択
と
決
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
は
、
条

例
改
正
、
特
別
会
計
補
正
な
ど
で
す
。
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ゆ
費
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攣
鰺
癖
横
講

　
　
略
ネ
寓
う
厳
伊
公
麓

　
　
　
　
庵
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客
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虜
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櫓
酸
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讃鑛2器）

舞鰯
2・20qo。。

　　　　テ樽

◎入るお金の内訳
＼』。　　　2，200，000干円

二
四
、
〇
六
九
円

一
世
帯
当
り
は

一
〇
五
、
九
八
三
円

農林水産業費

　323，515
㌧　（14，7）勢

　
魂

　
　
　
載
8

　
　
疹
詑嚇

債町国県支出金地方交付税

432，500

　　　（19．7）

504，080

　　　（22．9）

757，000

　　　　（34．4％）

・
ふ
・
く
・
し

ん
・
　
年
金
で

き
●
　
　
　
お
困
り
の
と
き
は
…

ん
●
　
　
皆
さ
ん
は
、
日
ご
ろ
「
国
民
年

・
ね
金
の
こ
ん
な
点
を
聞
い
て
み
た
い

　
：
－
：
－
」
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま

　
せ
ん
か
。
で
も
、
　
「
役
場
が
遠
く

　
て
－
：
－
』
と
か
「
仕
事
に
お
わ
れ

　
て
－
・
：
」
な
ど
の
理
由
で
、
つ
い

　
　
そ
の
ま
ま
に
な
り
が
ち
な
も
の
、

　
　
こ
ん
な
と
き
、
身
近
か
に
国
民
年

　
金
委
員
の
い
る
の
を
ご
存
知
で
し

　
ょ
う
か
。

　
　
町
内
で
は
、
次
の
方
々
が
年
金

　
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
て
い

　
る
の
で
す
。

　
　
年
金
に
ま
つ
わ
る
相
談
は
、
お

　
気
軽
に
こ
の
人
た
ち
に
お
た
ず
ね

　
く
だ
さ
い
。
　
（
敬
称
略
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博
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△
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井
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△
押
木
喜
策

△
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貫
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△
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橋
久
蔵
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丸
山
孫
太
郎

△
小
幡
正
徳

△
滋
野
薫
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△
丸
山
康
一

△
南
雲
ハ
ル
エ

ム
高
野
寅
五
郎

△
斉
木
利
栄

△
高
橋
栄
一

△
茂
野
寅
一

（
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田
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町
）

　パパノヘ　　元上坪伊沖寺

町野山友立尾
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仁
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落
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駕

購268
礁テ千円

・
老
人
福
祉
費
は
五
千
九
百
八
十
五
万

円
、
こ
の
大
部
分
は
老
人
医
療
費
と
な

り
ま
す
が
、
ほ
か
に
、
月
見
荘
の
管
理

や
お
年
寄
り
た
ち
の
健
康
診
査
、
老
人

ク
ラ
ブ
ペ
の
補
助
金
、
ね
た
き
り
老
人

へ
の
見
舞
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

・
児
童
福
祉
費
は
一
億
一
千
三
百
五
十

六
万
円
で
す
。
町
内
に
あ
る
五
つ
の
保

育
所
の
経
費
が
こ
れ
で
、
人
件
費
を
除

け
ば
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
児
童
た
ち
の

園
生
活
に
あ
て
ら
れ
る
も
の
で
す
。

・
高
額
療
養
費
の
支
払
い
に
悩
む
人
た

ち
の
た
め
に
、
資
金
の
貸
付
制
度
を
社

会
福
祉
協
議
会
内
に
つ
く
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
円

濡
綾
絶

・
仙
田
地
区
に
も
有
線
放
送
が
ほ
し
い

－
：
－
：
こ
の
願
い
も
、
新
年
度
に
は
解

決
す
る
見
込
み
で
す
。
東
部
の
も
の
と

は
異
な
り
、
通
話
の
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
役
場
、
農
協
を
発
信

局
と
し
て
、
無
線
に
よ
り
全
戸
へ
の
い

っ
せ
い
放
送
が
で
き
る
予
定
で
す
。

費
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
千

融
、
．
餐
羅
、
晦
塗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
鱒

　
循
環
器
、
糖
尿
病
、
子
宮
ガ
ン
、
胃

ガ
ン
、
結
核
：
！
：
成
人
病
検
診
に
も

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
診
療
所
・
保

健
婦
・
健
康
管
理
室
が
一
体
と
な
っ
て

さ
ら
に
、
検
診
の
強
化
、
疾
病
予
防
に

努
め
ま
す
。

・
　
境
衛
生
面
で
は
、
引
き
続
い
て
防

疫
用
薬
剤
の
無
償
配
布
を
行
う
ほ
か
、

新
規
に
消
毒
散
布
機
三
台
を
購
入
す
る

予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

・
二
年
目
を
迎
え
た
総
合
整
備
モ
デ
ル

事
業
は
、
道
路
の
改
良
舗
装
三
か
所
、

集
落
内
排
水
路
三
か
所
、
農
村
公
園
一

か
所
を
造
る
計
画
で
す
。

・
昨
年
着
手
し
た
赤
岩
地
区
の
ほ
場
整

備
、
機
械
施
設
整
備
事
業
、
い
わ
ゆ
る

地
域
農
政
特
別
対
策
事
業
は
、
今
年
度

完
成
の
見
込
み
で
す
。

・
水
田
利
用
再
編
対
策
奨
励
補
助
金
と

し
て
百
五
十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

・
造
林
事
業
は
、
今
ま
で
に
約
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
完
了
し
ま
し
た
。
こ
と
し
は
、

そ
れ
ら
の
保
育
に
加
え
、
四
十
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
植
林
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
林
道
若
ノ
窪
線
は
、
千
四
百
三
十
メ

ー
ト
ル
の
開
削
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

逓
肇
　
　
3
7
千

離
．
、
諮
騨
轡
鰐

・
商
工
会
館
建
設
費
の
補
助
を
五
百
万

円
計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
五
十
二

年
度
予
算
で
三
百
五
十
万
円
出
し
て
い

ま
す
の
で
、
都
合
八
百
五
十
万
円
の
補

助
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

薄
輪柵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥
鑓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
乙
　
　
．
隔

・
こ
と
し
も
町
道
の
整
備
は
重
点
事
業

で
す
。
十
二
路
線
の
改
良
工
事
と
十
四

路
線
の
改
良
・
舗
装
（
一
部
舗
装
も
含

む
）
、
ほ
か
に
歩
道
新
設
、
消
雪
パ
イ

プ
を
各
一
路
線
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
量
に
す
る
と
、
改
良
工
事
が
二

千
四
百
七
十
三
メ
ー
ト
ル
、
舗
装
工
事

が
四
千
八
十
メ
ー
ト
ル
、
こ
れ
を
全
部

消
化
す
る
と
、
五
十
三
年
度
末
の
改
良

率
は
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
舗
装
率
は
二

三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

噸欝
　
　
6

・
小
学
校
費
で
は
、
上
野
小
屋
体
建
設

千
手
小
屋
上
防
水
工
事
、
同
校
グ
ラ
ン

ド
仕
上
げ
、
橘
小
グ
ラ
ン
ド
整
備
、
同

校
プ
ー
ル
サ
イ
ド
補
修
な
ど
で
五
千
四

百
八
十
六
万
円
の
工
事
費

・
中
学
校
費
で
は
、
屋
体
の
外
壁
補
修

工
事
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

・
幼
稚
園
は
、
園
児
を
二
十
名
増
員
し

た
こ
と
に
と
も
な
い
、
教
諭
を
一
名
増

や
し
ま
し
た
。

・
目
玉
商
品
で
あ
る
町
民
体
育
館
は
、

△
高
橋

△
登
坂

△
登
坂

△
高
橋

富六直米
治郎　 治

△
小
堀
多
平
治

（
田
戸
）

（
赤
谷
）

（
岩
瀬
）

（
大
白
倉
）

（
小
白
倉
）

穂撃，

蚕嚢響峯蓼鴨鍛

攣
護
麟
猟
懸
鷲
難
爺
顎
　
筆
羨
憲
覆
輩
溺
触
響
炉

5億91，898千円　　　　　　　諦　　　　欝採婁國

保険料を28％アップ

　予算のうち、3億71，535千円が医療費として支払

オ）れますo

　入るお金は、皆さんからの保険料が約34％、国

からくるのが〔b％ですo

　保険料は、前年より28．5％ほど乃プ、これにより

一戸当りの負担額は年平均88，662円になりました。

92％が診療収入
予算の92％（4千8，073千円）が診療収入です。

　出るお金は、職員の給与関係と医薬品衛生材料費

などがほぼ半々ですo

1千5，427千円　　　　　　識　　　鱗縫藩

　このうち776％が診療収入、22．3％が県の補助で

すo

1千8，602千円　　　　　　灘　　　鱗灘灘
　昨年は場所を移動したことと、内部の施設を整え

たことで予算がふくれましたが、乙としはそれらの

費用がいりませんので515万円の減額となりました。

7千7，555千円　　　　　　鐵識幾

　　　制度改正を検討

　ことしは一水稲の基準収量を改定後の等級により

引き受けすることになりましたo

　また、家畜共済では肉豚共済も実施する予定です

農家の皆さんに少しでも有利な、充実した制度を

みつけたい、とことしは水稲の引き受け制度の改正

にも取り組みたい考えですo

8千7，605千円態
　　　　　”由芦蔀落に布設

　　　およそ6千650万円をかけて、田戸部落に簡水を

　　布設します。これが予算全体の76％、残りはすで

　　に建設した地区の維持管理費ですo

　　　一方、歳入は3千900万円（44％）の起債、国の

　　補助2＝干580万円（29％）、みなさんの使用料

　　　1千1，401千円（13％）、その他です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ潜幾謙・　’1・藤劃騨、，・’雍羅瀬麟己

保
険
料
は
必
ず

　
　
　
納
め
ま
し
よ
う

　
今
月
は
国
民
年
金
保
険
料
の
四

・
五
月
分
の
納
め
月
で
す
。

　
万
一
の
場
合
に
所
得
保
障
を
し

て
く
れ
る
こ
の
年
金
も
、
保
険
料

を
納
め
忘
れ
に
し
て
お
く
と
、
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
を
滞
納
す
る
と

ま
す
ま
す
額
が
か
さ
み
、
い
っ
そ

う
納
め
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
決
め
ら
れ
た
期
限

ま
で
に
必
ず
納
め
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

期
限
内
完
成
を
め
ど
に
工
事
は
急
ピ
ッ

チ
噸
．愛

溝
濃
寧
』
㈱
柵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
幽
確

・
借
金
を
す
れ
ば
返
済
が
と
も
な
う
の

も
当
然
な
こ
と
、
今
ま
で
に
町
が
借
り

た
お
金
の
う
ち
、
こ
と
し
返
済
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

・
元
金
が
七
千
二
百
四
十
七
万
二
千
円

・
利
子
は
九
千
四
百
七
十
八
万
四
千
円

に
も
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
＊

　
こ
の
ほ
か
、
議
会
費
三
千
六
二
七
三

千
円
、
消
防
費
七
千
五
七
六
二
千
円
、

災
害
復
旧
費
三
千
三
五
万
円
、
諸
支
出

金
千
八
六
五
万
円
な
ど
で
す
。
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成
立
略
足
ど
り

六
日
．
町
長
の
施
政
方
針
演
説

七
日
・
総
括
的
な
質
疑

十
日
・
十
一
日
・
総
文
委
員
会

十
三
日
・
十
四
日
・
産
厚
委
員
会

十
四
日
・
十
五
日
・
建
社
委
員
会

＋
六
日
・
質
疑

十
七
日
・
討
論
・
採
決

　
こ
と
に
、
七
日
の
総
括
質
疑
で
は
、

予
算
全
般
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
の
質
問
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
模
様
を
、
要
点
の
み
で
す

が
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

体
育
館
の
運
用
は

　
　
　
体
協
・
公
民
館
と
話
合
っ
て

A
議
員
・
①
税
収
入
の
う
ち
、
町
民

税
は
過
大
見
積
り
で
は
な
い
か
。
②
固

定
資
産
評
価
に
つ
い
て
、
道
一
本
へ
だ

て
た
だ
け
で
、
評
価
額
に
著
る
し
い
相

異
が
あ
る
の
は
不
公
平
で
あ
る
。

根
津
町
長
・
①
財
源
に
余
裕
が
な
い

の
で
、
過
大
見
積
り
の
可
能
性
も
あ
る
。

し
か
し
、
給
与
所
得
な
ど
は
伸
ぴ
て
い

る
の
で
、
こ
の
程
度
の
税
収
は
期
待
し

た
い
。
②
土
地
評
価
の
不
適
正
な
と
こ

＝
一

によせ

　られた
一
＝

灘

ろ
は
、
早
速
調
査
の
う
え
適
正

な
も
の
に
し
た
い
。

B
議
員
・
①
町
民
体
育
館
の

効
率
的
な
運
用
に
つ
い
て
の
考

え
を
聞
き
た
い
。
②
長
岡
小
国

松
代
線
の
大
倉
～
白
倉
間
の
改

良
促
進
運
動
を
、
③
地
域
農
政

特
別
対
策
事
業
に
対
す
る
町
費

の
う
わ
の
せ
を
願
え
な
い
か
。

根
津
町
長
・
①
画
期
的
な
事

業
な
の
で
効
率
的
な
運
用
も
大

変
な
こ
と
、
運
営
組
織
は
、
公

民
館
、
体
協
な
ど
と
協
議
の
う

え
決
め
た
い
。
②
長
岡
小
国
松

代
線
は
弁
財
橋
（
小
脇
）
の
架

橋
が
決
ま
り
、
無
雪
道
路
の
見

通
し
が
つ
い
て
い
る
。
残
る
は
、
大
倉

～
白
倉
間
で
あ
り
近
隣
市
町
村
と
手
を

た
ず
さ
え
、
早
期
完
成
の
運
動
を
し
た

い
。
③
仙
田
地
区
の
開
発
は
乙
れ
か
ら

で
あ
り
、
国
の
事
業
を
見
逃
が
さ
ず
に

取
り
入
れ
た
い
。

　
地
域
農
政
特
別
対
策
事
業
に
つ
い
て

は
、
県
費
の
う
わ
の
せ
も
要
望
し
て
い

る
が
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
状
況
で

あ
る
。

　
町
費
の
つ
け
足
し
は
、
東
部
地
区
の

完
了
を
待
っ
て
検
討
し
た
い
。

深
刻
な
農
業
事
情

　
　
　
　
　
“
作
り
上
手
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
り
上
手
〃

C
議
員
・
①
役
場
職
員
の
定
数
は
現

状
維
持
か
、
削
減
の
考
え
が
あ
る
の
か
。

②
深
刻
な
農
業
情
勢
に
対
す
る
町
の
姿

勢
及
ぴ
米
穀
流
通
改
善
対
策
費
を
削
除

し
た
こ
と
の
理
由
に
つ
い
て
。

根
津
町
長
・
①
町
発
展
の
た
め
に
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
事
業
を
取
り
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
職
員
数
も
多
く
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
で

き
る
だ
け
増
員
を
さ
け
、
現
態
勢
を
堅

　
　
　
　
　
　
　
で

持
し
た
い
。
②
町
が
一
丸
と
な
っ
て
農

業
振
興
に
取
り
組
ん
で
来
た
。
よ
う
や

く
基
礎
が
で
き
た
の
で
、
今
後
は
そ
の

運
用
で
あ
る
。
農
協
を
中
心
と
し
て
良

質
米
の
生
産
に
は
げ
み
、
〃
作
り
上
手

の
売
り
上
手
〃
で
こ
の
正
念
場
を
の
り

き
っ
て
ほ
し
い
。
米
穀
流
通
改
善
対
策

費
は
、
県
の
補
助
に
よ
り
実
施
し
て
い

た
が
、
水
田
利
用
再
編
対
策
に
力
が
入

れ
ら
れ
た
こ
と
で
廃
止
さ
れ
た
も
の
、

そ
れ
ら
は
農
業
振
興
費
で
カ
バ
！
し
た
い
。

D
議
員
・
自
治
法
に
決
め
ら
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
の
予
算
に
は

〃
労
働
費
〃
の
款
が
な
い
。
景
気
浮
揚

と
失
業
者
保
護
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
こ

そ
本
采
の
姿
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
労

働
費
は
欠
か
せ
な
い
予
算
だ
と
思
う
が
。

根
津
町
長
・
景
気
浮
揚
策
は
、
つ
ま

る
と
こ
ろ
雇
用
促
進
に
通
じ
る
と
考
え

て
い
る
。
従
来
、
労
働
費
は
、
そ
れ
ほ

ど
必
要
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
も
の
だ

が
今
後
十
分
研
究
し
て
み
た
い
。

当
面
は
率
を
変
え
ず
に

道
路
改
良
の
地
元
負
担
金

E
議
員
・
①
豪
雪
対
策
に
つ
い
て
の

市
町
村
会
等
で
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、

②
河
川
愛
護
会
に
対
す
る
補
助
金
を
減

額
し
た
理
由
は
？
・
、
③
放
水
路
橋
の
手

す
り
な
ど
の
補
修
に
つ
い
て
。

根
津
町
長
・
①
特
豪
法
に
指
定
さ
れ

て
い
る
市
町
村
は
、
全
国
で
二
百
近
く
、

こ
の
四
分
の
一
を
本
県
の
市
町
村
が
し

め
て
い
る
。
全
国
組
織
で
は
、
十
日
町

市
長
が
会
長
を
努
め
て
い
る
。
各
部
門

ご
と
に
関
係
各
省
庁
な
ど
へ
の
要
望
も

強
力
に
行
っ
て
い
る
。
②
五
十
年
を
も

っ
て
、
信
濃
川
の
築
堤
も
ほ
ぼ
完
了
し

た
。
小
河
川
の
整
備
も
進
ん
だ
の
で
、

財
源
の
関
係
も
あ
り
減
額
し
た
。
③
放

水
路
橋
は
、
十
数
年
前
に
国
鉄
か
ら
引

き
受
け
た
も
の
で
、
維
持
管
理
を
町
が

行
う
の
は
当
然
の
こ
と
、
消
雪
を
待
っ

て
調
査
し
処
置
し
た
い
。

F
議
員
・
①
国
県
道
工
事
負
担
金
の

千
五
百
万
円
は
少
な
く
な
い
か
。
あ
わ

せ
て
町
道
改
良
等
の
地
元
負
担
率
に
つ

い
て
の
再
検
討
を
願
い
た
い
。
②
国
保

の
保
険
料
が
毎
年
ア
ッ
プ
し
て
い
る
．

疾
病
保
険
か
ら
予
防
保
険
を
重
視
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。
③
高
額
療
養
費

の
資
金
を
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
貸
付

け
て
く
れ
る
と
の
話
で
あ
る
が
、
そ
の

方
法
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

根
津
町
長
・
①
県
で
も
負
担
金
軽
減

の
方
向
を
し
め
し
て
い
る
の
で
、
ほ
ぼ

間
に
あ
う
金
額
だ
と
思
っ
て
い
る
。
負

担
金
が
な
い
か
ら
事
業
を
中
止
し
て
も

ら
う
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い

つ
も
り
で
あ
る
。
町
工
事
に
対
す
る
地

元
負
担
は
、
地
域
の
実
状
に
よ
り
一
部

軽
減
す
る
乙
と
は
あ
っ
て
も
、
当
面
率

は
変
え
な
い
考
え
で
あ
る
。
②
保
険
料

の
増
高
は
、
先
が
案
じ
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
．
事
前
予
防
が
大
切
な
こ
と
は
お

話
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
加
え
て
、
む

だ
の
な
い
医
療
の
受
け
方
も
大
切
で
あ

る
。
③
高
額
療
養
費
の
貸
付
け
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
で
行
う
考
え
、
こ
の
源

資
と
し
て
二
百
万
円
を
あ
て
た
い
。

白倉地区の簡水

水源を継続して調査

G
議
員
・
①
自

倉
地
区
の
簡
易
水

道
布
設
の
見
通
し

に
つ
い
て
、
②
小
自

倉
に
急
傾
斜
地
崩

壊
防
止
工
事
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が

こ
の
地
元
負
担
金

は
？

③
新
生
産
調
整
で

の
養
り
池
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
国

の
方
針
は
ど
う
か
。

根
津
町
長
・
①

　
　
　
　
　
　
ぺ
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k
水
源
を
新
年
度
も
継
続
し
て
調
査
し

た
い
。
他
地
区
と
の
か
ね
あ
い
も
あ
り

一
年
に
二
か
所
の
布
設
は
で
き
な
い
。

白
倉
地
区
は
噛
年
で
工
事
を
完
了
さ
せ

る
こ
と
も
む
ず
か
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

②
地
元
負
担
金
は
工
事
費
の
一
〇
パ
ー

セ
ン
ト
、
こ
の
う
ち
町
が
七
、
地
元
が

三
の
割
合
い
で
ご
協
力
願
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。
③
水
田
と
な
っ
て
い
て
養

り
を
や
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
取
り
あ

げ
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
そ
の
場
合
、
地
目
変
換
や
ド
テ
を
高

く
す
る
と
い
っ
た
条
件
は
、
以
前
と
同

様
で
あ
る
。

H
議
員
・
①
工
場
排
水
、
家
庭
の
下

排
水
対
策
が
不
十
分
で
あ
る
。
側
こ
う

に
残
る
汚
物
め
処
理
指
導
及
ぴ
将
来
に

向
け
て
の
下
水
道
布
設
の
構
想
は
？

②
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
い

た
だ
い
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
に
対
す
る

町
補
助
金
を
、
他
町
村
な
み
に
し
て
ほ

し
い
も
の
で
あ
る
。

根
津
町
長
・
①
河
川
の
汚
れ
が
ひ
ど

い
の
は
お
説
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
た

め
モ
デ
ル
事
業
を
取
り
入
れ
、
フ
ラ
ッ

シ
ュ
施
設
の
設
置
も
考
え
て
い
る
。
　
浄

化
槽
も
多
く
な
っ
た
の
で
、
河
川
の
清

む
ず
か
し
い

掃
、
指
導
面
は
一
層
徹
底
し
た
い
。

　
将
来
は
下
水
道
も
必
要
だ
が
、
当
面

は
上
水
道
の
完
備
が
急
務
と
考
え
て
い

る
。
②
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
の
補
助
金

は
、
補
助
残
に
対
し
て
五
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

冬
季
間
の
駐
車
場
確
保

ー
議
員
・
①
歳
入
中
の
交
付
税
は
限

度
い
っ
ぱ
い
見
込
ん
だ
も
の
か
。
②
林

道
開
削
工
事
も
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ

よ
り
さ
ら
に
先
行
し
て
行
う
事
業
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
継
続
し
て
林

道
工
事
を
行
う
の
に
加
え
、
反
対
側
か

ら
も
三
百
メ
ー
ト
ル
開
削
す
る
と
い
う

の
は
、
上
部
の
指
示
に
よ
る
も
の
か
。

③
雪
中
に
お
け
る
駐
車
場
の
確
保
に
つ

い
て
の
町
の
考
え
方
は
？

根
津
町
長
・
①
交
付
税
は

前
年
当
初
よ
り
一
八
・
八
パ

ー
セ
ン
ト
増
と
み
て
い
る
。

ま
だ
多
少
伸
ぴ
る
で
あ
ろ
う

こ
と
を
期
待
レ
て
い
る
。

②
林
道
は
高
率
の
補
助
が
あ
・

り
、
山
野
の
開
発
と
も
結
べ

る
の
で
、
町
道
の
整
備
と
併

行
し
て
進
め
た
い
。
反
対
側

三
百
メ
ー
ト
ル
は
、
国
の
十

五
か
月
予
算
に
よ
り
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、

別
の
事
業
と
し
て
や
る
よ
う

指
示
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
．

③
冬
季
間
の
駐
車
場
確
保
は

大
切
な
こ
と
で
あ
る
が
、
む

ず
か
し
い
こ
と
で
も
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
車
を
使
う
人

に
も
あ
る
程
度
む
だ
な
運
行

を
慎
し
む
よ
う
な
呼
ぴ
か
け

も
必
要
だ
と
思
う
。
前
向
き
に
こ
の
駐

車
場
問
題
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

J
議
員
・
①
老
人
福
祉
費
の
大
部
分

は
医
療
費
の
扶
助
だ
。
福
祉
面
へ
の
配

慮
が
う
す
く
は
な
い
か
。
②
造
林
事
業

に
従
事
す
る
人
た
ち
は
、
危
険
な
仕
事

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
災
保
険
の
適
用

が
円
滑
で
な
い
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。

実
態
は
ど
う
か
。

根
津
町
長
・
①
医
療
費
の
補
て
ん
が

中
心
で
あ
る
が
、
他
の
部
面
も
今
ま
で

よ
り
減
額
は
し
て
い
な
い
。
老
人
た
ち

の
活
動
に
支
障
の
な
い
よ
う
配
慮
し
て

い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
②
大
勢
の
人
た

ち
が
危
険
な
作
業
を
し
て
い
る
の
で
、

安
全
第
一
を
考
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。

過
去
二
．
三
件
の
小
さ
な
事
故
が
あ
っ

た
模
様
だ
が
、
労
災
保
険
へ
の
手
続
き

は
行
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
役
場
の

立
場
が
悪
く
な
る
か
ら
と
い
っ
て
、
表

ざ
た
に
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

仙
田
開
発
に

　
　
　
新
農
業
構
造
改
善
事
業
を
！

K
議
員
・
飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
発

生
の
も
と
で
あ
る
。
飲
酒
運
転
者
の
氏

名
公
表
等
、
も
う
少
し
強
い
処
置
を
と

る
考
え
は
な
い
か
。

根
津
町
長
・
過
去
に
氏
名
公
表
と
い

う
こ
と
も
考
え
て
み
た
が
、
い
ろ
い
ろ

の
問
題
点
も
あ
り
公
表
せ
ず
に
来
た
。

今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
み
た
い
。

L
議
員
・
新
農
業
構
造
改
善
事
業
は

仙
田
地
区
開
発
に
適
し
た
内
容
の
も
の

だ
と
考
え
る
。
町
長
の
お
考
え
は
？

根
津
町
長
・
地
域
の
実
状
を
生
か
し

仙
田
地
域
の
開
発
を
行
う
に
は
、
も
っ

と
も
適
し
た
事
業
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
希
望
す
る
市
町
村
が
多
い
の
で
、
簡

単
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
ね
ば

り
強
く
要
求
を
続
け
た
い
。
皆
さ
ん
か

ら
も
運
動
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

M
議
員
・
公
共
事
業
が
ぼ
う
大
に
な

る
と
、
受
け
入
れ
態
勢
が
心
配
に
な
る
。

県
の
出
先
機
関
、
町
の
態
勢
を
よ
り
効

果
的
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
ど
う
か
。

根
津
町
長
・
継
続
、
新
規
事
業
と
も

▲3月17日　全予算が成立しました。

多
く
な
っ
て
い
る
が
、
県
と
は
常
に
連
　
っ
て
、
新
年
度
事
業
に
対
処
す
る
こ
と

絡
を
と
り
あ
い
な
が
ら
進
め
た
い
。
　
　
に
し
た
。
ぶ
つ
か
っ
た
仕
事
は
完
全
消

　
町
で
も
先
般
、
　
一
部
人
事
異
動
を
行
　
化
す
る
よ
う
態
勢
を
整
え
て
い
る
。

噛
＝
＝
輌
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
鴨
＝
鴨
＝
＝
鴨
＝
＝
輔
＝
＝
＝
＝
鵜
＝
鞠
＝
鴫
＝
殉
＝
＝
＝
二
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
隔
＝
＝
鴨
＝

…
春
の
交
通
安
全
運
動
…

　
　
　
　
　
　
四
月
六
日
～
十
五
日

重点目標

●
歩
行
者
、
特
に
子
ど
も
と
老
人
の
事
故
防
止

●
夜
間
の
事
故
防
止

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

噛
＝
噛
＝
＝
噛
＝
一
＝
…
＝
…
…
…
＝
…
＝
≡
＝
繭
＝
＝
＝
＝
＝
軸
＝
一
＝
禰
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
哺
…
＝
＝
…
…
…
≡
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任
期
満
了
に
よ
る
県
知
事
選
挙

が
、
今
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
ま

す
o

　
今
後
四
年
間
の
県
政
を
担
当
す

る
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
の

で
、
よ
く
見
、
よ
く
聞
き
、
よ
く

考
え
て
、
正
し
い
一
票
を
投
じ
ま

し
よ
う
o

て
は
、
別
表
の
よ
う
に
終
了
時
間
を
繰

り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
投
票
場
所
は
前
回
（
町
議
選
）

の
と
き
と
同
様
（
木
落
は
公
民
館
に
か

わ
り
ま
し
た
。
）
で
す
。

　
せ
っ
か
く
の
一
票
で
す
、
棄
権
す
る

乙
と
な
く
投
票
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

出
か
せ
ぎ
先
で
も

　
　
不
在
者
投
票
が

　
　
　
　
　
　
　
で
き
ま
す

　
投
票
日
に
、
所
用
で
投
票
所
に
行
け

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
前
も
っ
て
投
票

す
る
不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
当
日
、
川
西
町
以
外
へ
旅

行
さ
れ
る
人
、
滞
在
さ
れ
る
人
、
出
産

予
定
者
な
ど
に
つ
い
て
は
、
投
票
日
の

前
日
（
二
十
二
日
）
ま
で
、
役
場
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
出
か
せ
ぎ
な
ど
で
、
投
票
日

ま
で
に
帰
ら
な
い
方
は
、
出
か
せ
ぎ
先

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
に
は
、
印
か
ん
が
必
要

で
す
の
で
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
。

転
出
者
は

証
明
書
を
持
っ
て

　
転
勤
な
ど
で
、
県
内
の
市
町
村
に
住

所
を
移
さ
れ
た
方
は
、
新
住
所
地
の
市

町
村
長
の
証
明
書
を
提
示
す
れ
ば
、
従

前
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
証
明
書
の
提
示
が
な
い
と
投
票

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
不
明
の
点
は
、
役
場
の
選
挙
管
理
委

員
会
（
電
八
ー
三
一
一
一
、
有
二
一
二

二
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

i…i㎎

か臨．』

iii

発

投
票
時
間
を

ま
ち
が
い
な
く

　
投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
で
す
が
、
仙
田
地
区
に
つ
い

▽
仙
田
地
区
の
時
間
繰
り
上
げ

第
＋
投
票
区

川
西
町
役
場
仙
田
出
張
所

中
仙
田
田
戸
越
ケ
沢

時
時
蔑

午
午

第
＋
一
投
票
区

室
島
公
民
館

室
島
藤
沢

第
＋
二
投
票
区

旧
赤
岩
小
学
校

赤
谷
岩
瀬

第
士
二
投
票
区

白
倉
小
学
校

大
白
倉
小
白
倉

時
時
覆

午
午

第
＋
四
投
票
区

仙
田
小
学
校
小
脇
分
校

小
脇

第
＋
五
投
票
区

高
倉
小
学
校

高
倉

第
＋
六
投
票
区

大
倉
集
会
所

大
倉

　
　
仙
田
小
学
校
の

、
♪
　
　
　
　
校
歌
が
で
き
ま
し
た

　
仙
田
小
学
校
の
校
歌
（
歌
詞
）
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
昨
年
八
月
に
一
般
公
募
し
た
、
仙
田

小
学
校
の
校
歌
は
、
町
内
外
の
皆
さ
ん

か
ら
二
十
五
点
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
中
か
ら
、
次
の
方
の
作
品
を
入

選
・
佳
作
に
決
定
し
ま
し
た
の
で
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
入
選
作
品
を
仙
田
小
学
校
の

校
歌
と
し
、
作
曲
に
つ
い
て
も
、
ま
も

な
く
完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

囹
入
選

囹
佳
作

囹
〃

囹
〃

小須田小
高藤中高

友茂茂友
一一一夫一

長
岡
市

小
白
倉

仁
　
田

長
岡
市

（
仙
田
小
校
歌
制
定
委
員
会
）

万

点
検
は
ま
ず
エ
ン
ジ
ン
止
め
て
か
ら
！

来

硝
春
の
農
作
業
安
全
月
間

　
‘

　
春
の
農
作
業
期
が
や
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
昨
年
に
続
き
、
農
作

業
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
来

月
い
っ
ぱ
い
を
「
春
の
農
作
業
事

故
防
止
月
間
」
と
決
め
ま
し
た
。

　
機
械
を
使
う
方
は
、
特
に
次
の

点
に
注
意
し
、
事
故
防
止
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

・
点
検
、
調
整
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン

　
を
止
め
て
か
ら
！
●

・
服
装
は
、
作
業
に
あ
わ
せ
て
し

　
　
　
下

　
　
　
を

　
　
　
準

　
　
　
噂

金
糀

料
酢

業
動

作
脚

農
」

の
鴛

度
蟻

年
欝

つ
0
改
ま

　
　
　
造
め

F
D
構
決

　
　
　
業
に

　
　
　
農
う

　
　
　
の
よ

　
　
　
町
の

　
　
　
　
表

　
っ
か
り
と
！

・
作
業
は
、
あ
せ
ら
ず
、
ゆ
つ
く

　
り
お
ち
つ
い
て
1
●

　
な
お
、
こ
の
運
動
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
昨
秋
、
各
生
産
組
合
ま
た

農
家
組
合
を
通
じ
て
配
布
し
た
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
二
十
一
基
、
安
全
標

示
五
十
か
所
及
ぴ
安
全
標
識
七
基

に
つ
い
て
は
、
春
作
業
の
開
始
前

に
、
適
切
に
設
置
し
、
農
道
な
ど

で
の
交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
〔
農
政
係
〕

作業機等 作業名 単　位 協定料金 摘　　　　　要

トラクタ

肥料撤布 10アール 530円

耕　う　ん 〃 3，400

代　か　き 〃 4，000

畑　　　耕 〃 4，200 2回耕うん7，300円

防　　　除 10アール1回 320

育苗施設
緑化まで 1　箱 390

硬　　　化 〃 150

動力田植機 田　　　植 10アール 3，700

コンバイン 刈取脱こく 〃 12，000 籾運搬を含む01時間を超えれ
ば30分ごとに4，200円

ラ　イ　ス
センタ　ー

乾燥調製 60陶 970

調製のみ 〃 620

車
籾　運　搬 10アール分 L300

米　運　搬 60陶 ．130

注①出資してない方は50％増。　②生産組織によっては、若手の上下あり。ま、若手の上下あり。
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高
額
療
養
費
の

　
　
　
　
資
金
を
貸
付
け
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
i
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
ー

　
こ
の
四
月
か
ら
、
高
額
療
養
費
の
資

金
貸
付
け
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

　
高
額
療
養
費
と
は
、
医
療
費
の
本
人

た
て
替
え
分
が
月
三
万
九
千
円
以
上
の

こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
こ
と
に
、
月
何

十
万
円
の
医
療
費
の
支
払
い
と
な
る
と

た
と
え
一
時
的
（
三
か
月
）
に
せ
よ
、

大
変
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
し
、
生

活
の
安
定
を
願
う
の
が
、
こ
の
制
度
の

目
的
で
す
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
貸
し
出
す
財
源
に

も
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
全
家
庭
を

対
象
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
と
の
あ
え
ず
、
低
所
得
世
帯
を
中
心

と
し
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
高
額

療
養
費
の
資
金
を
借
り
る
人
を
対
象
に

県
の
貸
付
け
額
の
残
り
の
部
分
を
町
か

ら
貸
し
出
す
と
い
う
考
え
で
す
。

　
借
り
た
お
金
は
、
医
療
を
受
け
た
月

の
翌
々
月
に
、
国
保
な
り
健
保
か
ら
の

支
給
を
受
け
て
返
済
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
間
に
つ
い
て
は
無
利
子
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
は
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
で
実
施
す
る
も
の
、
窓
口
は
役

場
社
会
課
で
す
。

　
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
民
生
委
員

か
社
会
課
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

林
道
の
使
用
は

　
届
け
出
て
か
ら

　
今
月
一
日
か
ら
、
林
道
の
維
持
管
理

規
程
を
作
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
林
道
の
正
し
い
利
用
と
管

理
を
目
的
に
作
っ
た
も
の
で
す
が
、
特

に
、
次
の
点
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
か

ら
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
林
道
を
占
用
、
あ
る
い
は
長
期
に
わ

た
っ
て
使
用
す
る
と
き
は
、
必
ず
役
場

林
業
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
今
後
、
林
道
は
、
町
道
と
同
様
の
考

え
方
で
維
持
管
理
を
し
ま
す
の
で
、
た

と
え
ぱ
、
木
材
の
引
き
出
し
な
ど
で
林

道
を
使
用
す
る
場
合
も
、
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽

成
人
式
へ
の
い
ざ
な
い

　
　
5
Z
5
総
合
セ
ン
タ
ー
で

　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
5
．
4
．
2
～
5
．
4
．
1
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
講
演
　
　
「
こ
と
ば
と
生
活
」
と
題
し

　
　
　
　
　
川
西
高
校
長
坂
井
雄
三
先
生
か
ら

禽
禽
禽
禽
禽
菌
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽

希望者には実費で
　
　
　
　
い
ま
、
町
教
育
委

　
　
2
員
会
で
は
、
〃
川
西

　
　
ヲ

　
O
　
町
の
方
言
集
〃
を
発

す
行
し
た
い
と
準
備
を

　
　
　
進
め
て
い
ま
す
。

ま　　
　
　
こ
れ
は
、
各
地
区

り
の
文
化
財
調
査
審
議

く
　
会
委
員
の
手
に
ょ
っ

つ
て
採
集
さ
れ
董
一
一
口

　
　
　
を
一
冊
に
ま
と
め
る

を　　
　
も
の
で
、
地
区
別
に

集
分
類
し
て
掲
載
し
ま

言
舗
部
㎝
塑
棚

方
所
に
よ
・
て
異
な
る

の
こ
と
が
理
解
で
き
る

丁
と
い
う
も
の
、
ま
た

田
最
後
に
は
簡
単
な
解

66

　
　
説
も
加
え
る
予
定
で

　
　
　
す
。

　
こ
の
〃
方
言
集
〃
発
行
に
あ
た
り
、

希
望
者
に
は
実
費
で
お
わ
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
発
行
は
五
月
中
の
見
込
み
、
体
裁
は

B
5
判
、
二
＋
五
ぺ
ー
ジ
、
お
よ
そ
三

百
円
程
度
で
配
布
で
き
る
見
通
し
で
す
。

　
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
今
月
中
に

総
合
セ
ン
タ
ー
（
電
八
ー
二
三
〇
八
・

有
二
五
八
七
）
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
今
月
か
ら
、
心
配
ご
と
相
談
の
日
程

を
次
の
よ
う
に
し
ま
し
た
。

毎
月
第
一
水
曜
日
　
上
野
連
絡
所

〃
第
二
水
曜
日
　
橘
出
張
所

〃
第
三
水
曜
日
　
克
雪
セ
ン
タ
ー

〃
第
四
（
五
）
水
曜
日
総
合
セ
ン
タ
ー

　
相
談
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま

で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ρQ

献
血
‘

人
だ
す
け
と

自
ら
の
健
康
管
理
に

　
献
血
車
〃
ゆ
う
愛
号
〃
が
次
の
日

程
で
来
町
し
ま
す
。
献
血
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
は
、
是
非
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

◎
日
時
　
四
月
十
八
日

　
　
　
　
　
午
前
十
時
～

　
　
　
　
　
午
後
三
時

◎
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー
前

　
雪
消
え
と
と
も
に
献
血
車
の
活
動

が
始
り
ま
し
た
。
こ
と
し
も
、
献
血

に
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
、
川
西
町

で
年
間
ど
れ
く
ら
い
の
献
血
実
績
が

あ
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
別
表
は
、
過
去
五
年
間
の
実
績
を

顯
、
端
　
鐸

地
区
別
に
調
べ
て
み
た
も
の
で
す
。

　
年
度
別
に
は
か
な
り
採
血
数
の
変

化
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
ゆ
う

愛
号
の
来
町
回
数
や
時
期
的
な
こ
と

が
左
右
す
る
も
の
、
例
え
ば
、
農
繁

期
に
は
、
協
力
者
が
グ
ン
と
減
っ
て

し
ま
う
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
市
町
村
の
年
間
採
血
量
は
、

年
の
は
じ
め
に
目
標
が
た
て
ら
れ
ま

す
。
五
十
三
年
度
川
西
町
の
場
合
は

お
よ
そ
四
百
三
十
人
の
見
込
み
、
五

回
ゆ
う
愛
号
が
巡
回
す
る
予
定
で
す
。

　
過
去
の
実
績
を
達
成
率
で
み
て
み

ま
す
と
、
五
十
二
年
度
は
約
八
七
パ

ー
セ
ン
ト
、
五
十
一
年
度
は
一
二
〇

　
　
　
　
　
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と

い
う
記
録
で
す
。

　
農
繁
期
を
さ
け
、

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
採

血
車
が
来
て
く
れ
れ

は
、
簡
単
に
目
標
達

成
が
で
き
る
と
い
い

ま
す
か
ら
、
全
く
残

念
な
話
、
で
も
ゆ
う

愛
号
の
配
車
は
、
こ

う
し
た
町
の
事
情
を

考
え
て
は
く
れ
な
い

の
で
す
。

　
一
方
、
善
意
の
気

持
で
か
け
つ
け
て
く

れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
採
血
で
き
な
い

人
も
、
毎
回
か
な
り

の
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。

血
液
の
比
重
が
低

5年間の採血実績
（単位：人）

年度 千手 上野 橘 仙田 計

48 120 44 98 67 329
49 144 69 70 69 352
50 147 62 60 119 388
51 252 91 73 96 512
52 256 25 27 53 361

い
人
、
高
血
圧
の
人
な
ど
が
こ
れ
で

去
年
の
場
合
五
十
人
前
後
が
不
適
格

者
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
と
し
か
ら
は
、
こ
う
し
た
人
た

ち
の
希
望
が
あ
れ
ぱ
、
そ
の
原
因
を

調
べ
て
く
れ
る
こ
と
に
し
た
ほ
か
、

検
査
サ
ー
ビ
ス
を
徹
底
し
、
皆
さ
ん

の
健
康
管
理
を
い
っ
そ
う
重
視
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
献
血
で
自
ら
の
健
康
状
態
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
も
う
れ
し

い
話
で
す
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
献
血
十
回
に

な
る
と
、
日
赤
よ
り
銀
色
特
別
社
員

章
が
、
二
十
回
だ
と
金
色
特
別
社
員

章
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
過
去
三
年
間
で
は
、
十
回
以
上
の

人
が
三
十
四
人
、
二
十
回
以
上
の
人

が
二
人
も
あ
ら
わ
れ
、
優
秀
な
成
績

を
お
さ
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
人
だ
す
け
に
、
家
族
の
た
め
に
、

ま
た
、
自
ら
の
健
康
管
理
の
た
め
に

こ
と
し
も
ど
し
ど
し
献
血
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
に
－
：
－
・
ー
：
。
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善
意
を
あ
り
が
と
う

米
寿
を
祝
っ
て

相
崎
ご
夫
婦
か
ら
も

O
下
平
新
田
の
相
崎
軍
平
さ
ん
、
マ
チ

さ
ん
ご
夫
妻
か
ら
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
米

寿
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
お
祝
い
し
、

五
万
円
を
社
会
福
祉
に
。

○
川
西
高
校
生
徒
会
か
ら
、
文
化
祭
の

バ
ザ
ー
等
の
益
金
二
万
二
千
円
を
社
会

福
祉
覧

O
中
屋
敷
の
清
水
信
一
さ
ん
か
ら
、
亡

く
な
ら
れ
た
母
セ
キ
さ
ん
に
寄
せ
ら
れ

た
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
対
し
、
感
謝
の

意
を
こ
め
て
五
万
円
を
社
会
福
祉
に
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

圃
庁
内
人
事

※
退
職
／
三
月
三
＋
一
日
付

総
務
課
・
丸
山
敬
一
、
橘
保
育
園
．
金

子
敏
子
、
高
倉
小
学
校
・
高
橋
コ
イ

一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
一
＝
ロ
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
“

　
脳
卒
中
、
ガ
ン
、
心
臓
病
は
、
四

十
歳
ご
ろ
か
ら
急
に
増
え
、
社
会
的

　
　
　
　
　
に
も
家
庭
的
に
も
、
柱

翻
　
　
　
　
　
と
な
る
人
た
ち
が
多
く

　
　
　
　
　
お
か
さ
れ
ま
す
。
乙
れ

　
　
　
　
　
ら
の
疾
患
を
〃
成
人
病
〃

　
　
　
難
　
に
よ
る
も
の
で
す
。
乙

鯉
羅翻

※
昇
任
／
四
月
一
日
付

教
委
学
校
教
育
課
長
・
保
坂
国
夫
（
健

管
室
長
補
佐
）
、
健
管
室
長
補
佐
、
衛

生
係
長
・
小
林
英
一
（
税
務
課
第
一
係

長
）
、
総
務
課
副
参
事
、
住
民
係
長
．

小
林
力
（
総
務
課
住
民
係
長
）
、
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

が
た
え
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
感
染
発
病
す
る
人
は
、
以
前
と
は
…

反
対
に
青
年
層
よ
り
高
年
齢
層
に
多
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

く
み
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
乙
の
よ
う
…

な
病
気
は
、
少
し
で
も
早
く
発
見
し
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
例
年
の
と
お
り
、
町
で
は
春
の
検
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

診
を
行
い
ま
す
。
検
診
を
受
け
、
早
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
う
ち
に
発
見
し
予
防
す
る
乙
と
は
…

健
康
を
保
つ
第
一
歩
で
す
。
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

課
副
参
事
・
高
橋
和
子
（
産
業
課
農
業

共
済
係
）
、
建
設
課
副
参
事
、
土
木
第

三
係
長
・
櫃
間
富
雄
（
建
設
課
土
木
第

三
係
長
）
、
健
管
室
副
参
事
、
保
険
係

長
・
中
村
義
雄
（
健
管
室
保
険
係
長
）
、

国
調
課
長
補
佐
、
農
村
総
合
整
備
係

長
・
高
橋
英
雄
（
国
調
課
農
村
総
合
整

備
係
長
）
、
、
建
設
課
長
補
佐
、
土
木
第

一
係
長
・
高
橋
己
一
（
建
設
課
土
木
第

一
係
長
）
、
税
務
課
第
一
係
長
．
教
藤

春
夫
（
税
務
課
第
一
係
）
、
建
設
課
土

木
第
二
係
長
・
平
野
修
（
建
設
課
土
木

第
二
係
）
、
教
委
庶
務
係
長
・
小
川
靖

夫
（
健
管
室
衛
生
係
）
、
仙
田
保
育
園

長
・
小
林
恵
美
子
（
上
野
保
育
園
長
心

得
）※

配
置
換
え
／
四
月
一
日
付

総
務
課
長
・
南
雲
守
（
教
委
学
校
教
育

課
長
）
、
総
務
課
参
事
、
克
雪
セ
ン
タ

ー
長
、
仙
田
出
張
所
長
・
登
坂
菱
平

（
総
務
課
長
）
、
総
務
課
副
参
事
、
橘
出

張
所
長
・
山
田
五
作
（
建
設
課
長
補
佐

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

循
環
器
検
診
が
始
ま
り
ま
す

　
あ
な
た
の
健
康
管
理
の
た
め
、
家

族
の
健
康
管
理
の
た
め
、
都
合
の
つ

く
会
場
で
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

螺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　
　
　
　
せ
ん
。
町
で
も
、
毎
年
　
　
1
み
ん
な
で
検
診
、
声
か
け
て
　
　
㎜

　
　
　
　
　
感
染
し
、
発
病
す
る
人
　
　
　
築
乙
う
わ
が
家
の
健
康
を
！
ー
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
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＝
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＝
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＝
＝
＝
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＝
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＝
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大富羽風羽田清佐富高野敷うi
久井鳥間鳥村水藤澤橋澤藤、．・
保　　　　雅　　　　　　かi
篤務一裕尚寿博秀千典宏智声1
史馬孝志美史明春子美子書1
靖正隆勝育基隆勇成幸敏晃おi
孝行夫男　作栄一夫すi
長長長長長長長三長三長三一1
男男男男男男男男女女女女や1
野上伊中木山上叢中赤野沖捨i
　　　屋　野　所仙　　にi
口野友敷落田野通田谷口立　　・

の
予
防
は
、
国
民
的
課

題
と
も
な
っ
て
い
ま
す

　
ま
た
、
結
核
は
以
前

に
く
ら
べ
る
と
著
し
く

減
っ
て
い
ま
す
が
、
し

か
し
、
完
全
に
な
く
な

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

　
対
象
は
、
町
に
住
む
十
五
歳
以
上
…

の
方
全
員
、
た
だ
し
、
学
校
・
職
場
㎜

で
受
け
ら
れ
る
方
は
除
き
ま
す
。
　
　
…

土
木
第
二
係
長
）
、
上
野
保
育
園
長
．

自
井
マ
サ
（
橘
保
育
園
長
）
、
橘
保
育

園
長
心
得
・
角
谷
幸
江
（
千
手
保
育
園

長
心
得
）
、
南
原
同
・
丸
山
泰
子
（
仙

田
同
）
、
千
手
同
・
数
藤
敦
子
（
南
原

同
）
、
総
合
セ
ン
タ
ー
・
丸
山
カ
ツ
子

（
企
画
室
財
政
係
）
、
企
画
室
企
画
係

・
高
橋
貴
美
子
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）
、

建
設
課
土
木
第
一
係
・
押
木
哲
（
総
務

課
住
民
係
）
、
総
務
課
文
書
係
・
野
上

敏
夫
（
建
設
課
水
道
係
）
、
社
会
課
援

護
係
・
五
十
嵐
ワ
カ
（
収
入
役
室
出
納

係
）
、
収
入
役
室
出
納
係
・
高
橋
敏
行

（
教
委
庶
務
係
）
、
健
管
室
衛
生
係
．

田
村
　
伸
（
社
会
課
援
護
係
）
、
歯
科

診
療
所
・
小
川
則
子
（
社
会
課
援
護
係
）
、

仙
田
保
育
園
・
高
橋
セ
ツ
　
（
橘
保

育
園
）
、
上
野
同
・
高
橋
智
恵
子
（
仙

田
同
）
、
南
原
同
・
山
田
利
子
（
上
野

同
）
、
千
手
同
・
柳
英
子
（
同
）
、
橘

同
・
田
村
加
代
子
（
南
原
同
）
、
同
．

小
林
文
子
（
千
手
同
）
、
上
野
同
．
金

子
由
子
（
南
原
同
）
、
千
手
同
・
野
沢

■
ー
ー
1
星
愚
ー
量
豊
ー
畳
ー
量
ー
曜
－
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一一5月の交通事故発生件数

　　　　　　　　　　　累計

件数5（0）　6（0）
傷者8（0）　9（0）
死者0（0）　0（0）
酒よい0（0）　　0（0）
酒気おぴ　0（6）　　0（7）

　　　　（）内は前年件数
一2，3月号の累計はあやまりでした

　
「
囁
ー
己
ー
ー
ー
ー
1
置
雄
農
ー
ー
ー
星
塵
』

澄
枝
（
橘
同
）
、
橘
同
・
小
海
貴
代
美

（
上
野
同
）
、
南
原
同
・
庭
野
加
代
子

（
同
）
、
川
西
幼
稚
園
・
林
み
ど
り
（
千

手
同
）
、
セ
ン
タ
ー
北
原
分
館
．
小
川

良
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）

※
採
用
／
四
月
一
日
付

県
派
遺
社
会
教
育
主
事
・
岸
野
力
雄
、

社
会
課
援
護
係
・
蔵
品
泰
治
、
千
手
小

学
校
・
小
川
京
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＝
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＝
＝
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＝
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＝
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＝
一
＝
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＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝

保
坂
圭
一
郎

関
　
雅
夫

高
野
和
葉

高
橋
春
行
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